
 

 

 

 

 

 

 

資料－５ 討議議事録（M/D） 
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資料－６ 基本設計概要表 



基本設計概要表 

1. 協力対象事業名 
 エジプト・アラブ共和国シャルキーヤ県北西部上水道整備計画 
2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 
(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 

エジプトは中近東地域の大国であり、政治的安定と穏健な外交政策を維持しつつ、中東和平プ

ロセスをはじめ中近東地域の平和と安定の達成に向け重要な役割を果たしている。市場指向型経

済に向けた努力が顕著で、民主化、人権、報道の自由の分野で改善されるべき点はあるものの、

ODA 大綱上総じて望ましい方向に向かっている。また、エジプトは我が国との関係が緊密であり、

高い人口増加率、貧困・失業者増大等の問題を抱えており、援助需要が大きい。 
我が国は、エジプトにおける開発の現状と課題、開発計画等に関する調査・研究及び政策協議

等におけるエジプト側との政策対話、ならびに国別援助計画を踏まえ、以下の分野を援助の重点

分野としている。 
(イ) 経済・社会基盤の整備、産業の振興 
(ロ) 農業生産の拡大 
(ハ) 保健・医療の充実、社会福祉の向上 
(ニ) 人材育成、教育の充実 
(ホ) 環境の保全、生活環境の向上 
本プロジェクトは、水分野であり、上記の重点分野の（ホ）に合致している。したがって、我

が国によるエジプトへの援助の必要性は高く、その実施は妥当といえる。 
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

エジプトでは都市人口が急増していることから、上下水道をはじめとする都市住環境の改善・

保全に係る事業の展開が急務とされている。そのため、現在実施中の第５次経済社会開発５ヵ年

計画（2002/03 年～2006/07 年）においても上水道セクターの最重要目標として、浄水場能力の拡

大と送配水管網整備が示されている。さらに、同セクターの重点活動方針として、漏水の削減、

水消費量の適正化、水資源の汚染防止及び配水管網による給水の拡大の４つが掲げられている。

大カイロ圏とアレキサンドリア県を除く全国の上下水道は、全国上下水道庁が所管しており、

同庁は第５次５ヵ年計画において全国 14 県での施設整備事業を推進している。その内、特に地下

水の塩水化が深刻なシャルキーヤ県では、地下水から河川水に水源を転換するため既に５ヶ所の

浄水場が建設されているが、ヒヒヤ郡、イブラヒミヤ郡及びディアルブ・ニグム郡の３郡につい

ては未だに整備されておらず、水質の悪化が進む地下水による量的にも不十分な給水を余儀なく

されている。 
「エ」国は、この３群を一括して給水する計画を有してはいるものの、段階的に浄水場を整備

することが現実的と判断し、浄水場から最も近い地域となるヒヒヤ郡の浄水場及び送水管路整備

に関して、我が国の無償資金協力による実施を要請した。 
以上のことから、当該プロジェクトを実施する必要性は高く、その実施は妥当である。 

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
 シャルキーヤ県ヒヒヤ郡において、浄水場を建設することにより、同郡における給水量の増加、

給水の安定化及び給水水質の改善を図ることを目的とする。 
4. 協力対象事業の内容 
(1) 対象地域（以下、計画地という） 

エジプト国シャルキーヤ県ヒヒヤ郡 
(2) アウトプット 

ヒヒヤ郡に浄水場が整備される。 
(3) インプット 

[日本側] 
・ 浄水場（給水能力 35,000m3/日）１箇所の建設 
・ 浄水プラント設備予備品の調達 
・ 浄水プラント設備用維持管理工具の調達 
・ 水質分析機器の調達 
・ 浄水場運営機材の調達 
・ 浄水場運営技術及び情報管理技術指導の実施 
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[相手国側] 
・ 建設用地の確保 
・ 建設用地の造成 
・ 電力線の引き込み 
・ 送水管路の布設（浄水場から各市及び村落まで） 
・ 配水管網の整備（新設と老朽管の布設替え） 
・ 浄水場運営技術及び情報管理技術指導に係る技術職員の確保 

(4) 総事業費 
 概算事業費 40.65 億円（日本側 29.21 億円、エジプト側 11.44 億円） 
(5) スケジュール 
 詳細設計期間を含め、37 ヶ月の工期を予定 
(6) 実施体制 

・ 実施機関：全国上下水道庁（NOPWASD） 
・ 運営機関：シャルキーヤ県上下水道公団（SHEGAWASD） 
・ 監督機関：住宅公共施設省 

5. プロジェクトの成果 
(1) プロジェクトの裨益対象範囲及び規模 

・ 対象：エジプト国シャルキーヤ県ヒヒヤ郡 
・ 規模：ヒヒヤ郡住民 裨益人口 223,360 人（2010 年） 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 
 成果指標 2002 年（実施前） 2007 年（実施後） 
 一日給水量 17,680m3／日 31,600m3／日 
 一人一日平均給水量 101 ㍑／人日 157 ㍑／人日 

 水道水質 主に塩害化の進んだ井戸より給水
（TDS：平均 800mg/L） 

浄水場より給水 
（TDS：500mg/L 以下） 

 （上記の算出根拠）   
 ・人口 194,447 人 212,143 人 
 ・給水率（人口普及率） 90% 95% 
 一人一日平均給水量 = 一日給水量/（人口 x 給水率/100） 
 TDS = 溶解性物質（塩分濃度を示す指標） 
(3) その他の成果指標 
 その他の成果指標 2002 年（実施前） 2007 年（実施後） 
 漏水率 不明水率は約 40%であるが、そ

の内、漏水率は約 30%と推定さ
れる。 

漏水率が約 20%に減少する。

 
6. 外部要因リスク 

本プロジェクトの目標を達成するための外部要因リスクは、以下のとおりである。 
(1) ムエス運河からの計画取水量が継続的に確保される。 
(2) 技術支援で指導を受けた技術要員が、継続して本計画浄水場に勤務する。 
(3) 適切な維持管理が継続して実施される。 
7. 今後の評価計画 
(1) 事後評価に用いる成果指標 
 成果指標 2010 年  
 一日給水量 35,000m3／日  
 一人一日平均給水量 157 ㍑／人日  
 水道水質 浄水場より給水（TDS：500mg/L 以下）  
 （上記の算出根拠）   
 ・人口 223,360 人  
 ・給水率（人口普及率） 100%  
(2) 評価のタイミング 

計画目標年度（2010 年） 
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資料－７ 浄水場主要施設の比較検討表 



 

表
１

 
薬

品
混

和
池

（
1
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

機
械

撹
拌

方
式

 
②

ポ
ン

プ
撹

拌
方

式
 

1
.
構

造
 

撹
拌

機

導
水

管

導
水

管

原
動

機 回
転

翼

 
 

鉛
直

軸
の

周
り

に
数

枚
の

羽
根

を
有

す
る

回
転

翼
を

周
辺

速
度

1
.
5
m
/
秒

で

回
転

さ
せ

て
混

和
す

る
方

式
。

 

加
圧

水
ポ

ン
プ

導
水

管

導
水

管

ポ
ン

プ
井

バ
ッ

フ
ル

プ
レ

ー
ト

 
 

原
水

の
一

部
を

混
和

池
専

用
ポ

ン
プ

で
加

圧
し

て
、
原

水
と

衝
突

さ
せ

て
混

和

す
る

方
式

。
 

2
.
薬

品
混

和
の

信

頼
度

 

現
在

最
も

多
く

使
用

さ
れ

て
お

り
、

撹
拌

効
果

の
信

頼
性

は
高

い
。

 
ポ

ン
プ

加
圧

し
て

原
水

と
衝

突
さ

せ
る

方
式

で
あ

る
た

め
混

和
に

対
す

る
信

頼
度

は
機

械
撹

拌
方

式
に

比
べ

低
い

。
 

3
.
水

量
変

動
に

対

す
る

適
応

性
 

・
 回

転
速

度
を

変
え

る
こ

と
に

よ
り

、
撹

拌
強

度
を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
 水

量
変

動
に

対
し

て
適

応
性

が
あ

る
。

 

・
 ポ

ン
プ

台
数

及
び

バ
ル

ブ
の

開
度

を
変

え
る

こ
と

に
よ

り
水

量
変

動
に

対

処
で

き
る

。
 

・
 制

御
は

複
雑

に
な

る
。

 

・
 撹

拌
強

度
を

変
え

る
こ

と
は

難
し

い
。

 

4
.
維

持
管

理
 

・
 撹

拌
機

の
み

な
の

で
ポ

ン
プ

方
式

に
比

べ
管

理
が

容
易

で
あ

る
。

 

・
 駆

動
装

置
の

定
期

的
な

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
が

必
要

で
あ

る
。

 

・
 羽

根
等

に
耐

食
性

の
高

い
材

質
（

F
R
P

製
等

）
を

選
定

す
る

こ
と

で
長

年

月
の

連
続

使
用

が
で

き
る

。
 

・
 水

中
に

機
械

作
動

部
分

が
な

い
の

で
点

検
が

容
易

で
あ

る
。

 

・
 ポ

ン
プ

、
バ

ル
ブ

等
機

器
が

多
数

組
み

合
せ

ら
れ

る
だ

け
機

械
撹

拌
方

式

に
比

べ
維

持
管

理
が

困
難

で
あ

る
。

 

・
 機

械
撹

拌
方

式
に

比
べ

所
要

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

大
き

い
。

 

・
 定

期
的

に
ポ

ン
プ

、
バ

ル
ブ

設
備

等
の

点
検

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
 ポ

ン
プ

吐
出

口
に

バ
ッ

フ
ル

プ
レ

ー
ト

ス
ケ

ー
ル

が
付

く
場

合
が

あ
る

の

で
、

定
期

的
に

点
検

が
必

要
で

あ
る

。
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表
１

 
薬

品
混

和
池

（
2
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

機
械

撹
拌

方
式

 
②

ポ
ン

プ
撹

拌
方

式
 

5
.
土

木
工

事
の

難

易
度

 
構

造
が

簡
単

で
あ

り
、

施
工

が
容

易
で

あ
る

。
 

構
造

が
複

雑
で

あ
り

施
工

が
機

械
撹

拌
方

式
よ

り
困

難
で

あ
る

。
 

6
.
損

失
水

頭
 

約
2
0
c
m
程

度
（

ほ
ぼ

同
じ

）
 

約
2
0
c
m
程

度
（

ほ
ぼ

同
じ

）
 

7
.
設

置
ス

ペ
ー

ス
 

小
さ

い
（

約
1
6
m
2
）

 
や

や
大

き
い

（
約

3
0
m
2
）

 

8
.
維

持
管

理
費

 
ポ

ン
プ

撹
拌

方
式

よ
り

や
や

低
廉

 
機

械
方

式
よ

り
や

や
高

価
 

9
.
評

価
 

 

○
（

採
用

）
 

1
)
 機

械
撹

拌
な

の
で

信
頼

度
が

高
い

。
 

2
)
 設

備
機

械
は

原
動

機
と

撹
拌

翼
が

一
体

で
シ

ン
プ

ル
で

あ
る

た
め

設
備

費
は

低
廉

で
あ

る
。

 

3
)
 維

持
管

理
費

が
比

較
的

容
易

で
あ

る
。

 

4
)
 設

置
ス

ペ
ー

ス
が

小
さ

い
。

 

 

×
 1
)
 水

衝
突

に
よ

る
撹

拌
な

の
で

信
頼

度
が

低
い

。
 

2
)
 設

備
機

器
が

複
数

必
要

で
設

備
費

が
高

価
に

な
る

。
 

3
)
 機

械
部

分
が

多
い

た
め

維
持

管
理

費
が

困
難

で
あ

る
。

 

4
)
 設

置
ス

ペ
ー

ス
が

広
い

。
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表
２

 
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

（
1
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

機
械

撹
拌

方
式

（
水

平
式

）
 

②
機

械
攪

拌
機

（
垂

直
式

）
 

③
上

下
迂

流
式

 
④

水
平

上
下

複
合

迂
流

方
式

 

断
面

A－
A

Ａ
Ａ

駆
動
部

 
断

面
A－

A

Ａ

駆
動

部

Ａ

 
A 

阻
流

壁
開
口
部

B 
阻
流
壁
天
端

A 
阻
流
壁
天
端

A 
阻

流
壁

B 
阻
流
壁

 
断

面
A－

A

阻
流
壁

迂
流
板

Ａ
Ａ

 

1
.
構

造
 

・
 水

平
軸

の
周

り
の

取
付

け
ら

れ
た

撹
拌

機
を

周
辺

速
度

1
5
～

8
0
c
m
/

秒
で

回
転

さ
せ

て
混

和
す

る
方

式
。

 

・
 垂

直
軸

の
周

り
の

取
付

け
ら

れ
た

撹
拌

機
を

周
辺

速
度

1
5
～

8
0
c
m
/

秒
で

回
転

さ
せ

て
混

和
す

る
方

式
。

 

・
 阻

流
板

に
よ

っ
て

、
水

流
を

垂
直

方
向

に
急

激
に

変
え

て
、

大
き

な
乱

流
を

起
こ

す
こ

と
に

よ
っ

て
混

和
す

る
方

式
。

 
・

 撹
拌

に
よ

っ
て

形
成

さ
れ

た
フ

ロ
ッ

ク
が

破
壊

さ
れ

な
い

よ
う

迂
流

壁
開

口
の

大
き

さ
で

越
流

、
潜

流
速

度
を

下
流

に
行

く
に

従
っ

て
遅

く
な

る
よ

う
適

切
に

計
画

す
る

。

・
 迂

流
板

に
よ

っ
て

水
流

を
垂

直
方

向
及

び
水

平
方

向
に

急
激

に
変

え
て

大
き

な
乱

流
を

起
こ

す
こ

と
に

よ
っ

て
混

和
す

る
方

式
。

 
・

 撹
拌

に
よ

っ
て

形
成

さ
れ

た
フ

ロ
ッ

ク
が

破
壊

さ
れ

な
い

よ
う

迂
流

板
の

開
口

の
大

き
さ

で
越

流
、

潜
流

速
度

を
下

流
に

行
く

に
従

っ
て

遅
く

な
る

よ
う

適
切

に
計

画
す

る
。

 

2
.
凝

集
作

用
の

効

果
性

 

・
 処

理
水

量
及

び
水

質
の

変
動

に
対

し
て

フ
ロ

ッ
ク

形
成

条
件

を
対

応
さ

せ
や

す
い

。
特

に
低

濁
度

時
の

処
理

効
果

は
最

も
よ

い
。

す
な

わ
ち

、
撹

拌
強

度
を

変
え

ら
れ

る
た

め
、

原
水

質
に

合
っ

た
テ

ー
パ

ー
ド

フ
ロ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
（

前
段

で
強

く
、

後
段

で
弱

く
）

の
調

整
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
 処

理
水

量
及

び
水

質
の

変
動

に
対

し
て

フ
ロ

ッ
ク

形
成

条
件

を
対

応
さ

せ
や

す
い

。
特

に
低

濁
度

時
の

処
理

効
果

は
最

も
よ

い
。

す
な

わ
ち

、
撹

拌
強

度
を

変
え

ら
れ

る
た

め
、

原
水

質
に

合
っ

た
テ

ー
パ

ー
ド

フ
ロ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
（

前
段

で
強

く
、

後
段

で
弱

く
）

の
調

整
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
 水

量
の

変
動

が
比

較
的

少
な

い
条

件
下

は
、

短
絡

流
の

発
生

も
少

な
く

、
凝

集
効

果
は

良
い

。
 

・
 水

流
の

偏
流

が
生

じ
易

い
た

め
に

、
良

好
な

フ
ロ

ッ
ク

形
成

が
難

し
い

。
 

・
 開

口
部

の
巾

が
長

い
た

め
、

阻
流

壁
の

高
さ

が
極

め
て

大
き

く
な

り
、

場
合

に
よ

っ
て

は
製

作
が

難
し

く
な

る
。

 
・

 越
流

、
潜

流
の

た
め

の
開

口
の

大
き

さ
の

調
整

が
困

難
で

あ
る

。
 

・
 水

量
の

変
動

が
比

較
的

少
な

い
条

件
下

で
は

短
絡

流
の

発
生

も
少

な
く

、
凝

集
効

果
は

良
い

。
 

・
 阻

流
壁

に
開

口
部

が
な

い
た

め
製

作
が

容
易

で
あ

る
。

 
・

 テ
ー

パ
ー

ド
フ

ロ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
の

迂
流

板
の

越
流

、
潜

流
の

た
め

の
開

口
の

大
き

さ
の

調
整

は
機

械
式

に
比

べ
困

難
で

あ
る

。
 

3
.
維

持
管

理
 

・
 駆

動
部

は
気

中
に

あ
る

が
、
シ

ャ
フ

ト
が

土
木

構
造

物
を

貫
通

す
る

た
め

、
万

一
の

漏
れ

の
心

配
が

あ
る

。
 

・
 駆

動
部

は
気

中
に

あ
り

、
ま

た
シ

ャ
フ

ト
は

土
木

構
造

物
を

貫
通

し
な

い
た

め
、
維

持
管

理
が

容
易

で
万

一
の

漏
れ

の
心

配
が

無
い

。
 

・
 機

械
的

要
素

を
含

ま
な

い
の

で
、

保
守

管
理

の
問

題
は

な
い

。
 

・
 機

械
的

要
素

を
含

ま
な

い
の

で
、

保
守

管
理

の
問

題
は

な
い

。
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表
２

 
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

（
2
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

機
械

撹
拌

方
式

（
水

平
式

）
 

②
機

械
攪

拌
機

（
垂

直
式

）
 

③
上

下
迂

流
式

 
④

水
平

上
下

複
合

迂
流

方
式

 

3
.
維

持
管

理
 

・
 水

中
軸

受
が

摩
耗

す
る

の
で

５
～

1
0

年
に

１
回

程
度

の
交

換
が

必
要

で
あ

る
。

 
・

 水
量

及
び

濁
度

変
化

に
伴

っ
て

羽
根

回
転

数
を

変
更

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

制
御

が
可

能
と

な
る

。
・

 長
期

間
運

転
し

た
場

合
フ

ロ
ッ

ク
形

成
池

内
に

沈
澱

物
が

沈
降

す
る

の
で

排
泥

に
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

 

・
 水

中
軸

受
が

摩
耗

す
る

の
で

５
～

1
0

年
に

１
回

程
度

の
交

換
が

必
要

で
あ

る
。

 
・

 水
量

及
び

濁
度

変
化

に
伴

っ
て

羽
根

回
転

数
を

変
更

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

制
御

が
可

能
と

な
る

。
 

・
 長

期
間

運
転

し
た

場
合

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
内

に
沈

澱
物

が
沈

降
す

る
の

で
排

泥
に

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
 良

く
撹

拌
さ

れ
な

い
た

め
、
偏

流
が

起
こ

り
易

く
ス

カ
ム

が
発

生
し

易
い

。
 

・
 水

量
・
水

質
の

変
動

時
は

、
池

内
流

速
の

変
化

に
対

し
調

整
す

る
要

素
が

な
い

た
め

に
凝

集
作

用
に

悪
影

響
す

る
。

 
・

 フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
内

で
沈

澱
を

起
し

易
い

の
で

排
泥

を
定

期
的

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

・
 水

量
・
水

質
の

変
動

時
は

、
薬

注
及

び
堰

板
の

調
整

を
要

す
る

。
 

・
 ス

カ
ム

の
発

生
が

比
較

的
少

な
い

。
 

・
 長

期
間

運
転

し
た

場
合

フ
ロ

ッ
ク

形
成

池
内

に
沈

澱
物

が
沈

降
す

る
の

で
排

泥
に

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

4
.
水

量
変

動
に

対

す
る

適
応

性
 

・
 撹

拌
機

の
回

転
速

度
を

調
節

す
る

こ
と

で
、
容

易
に

適
応

可
能

で
あ

る
。

 

・
 撹

拌
機

の
回

転
速

度
を

調
節

す
る

こ
と

で
、
容

易
に

適
応

可
能

で
あ

る
。

 

・
 阻

流
壁

開
口

部
の

調
節

を
行

う
こ

と
に

な
る

が
調

節
は

困
難

で
あ

る
。

 

・
 迂

流
板

に
よ

る
開

口
部

の
調

節
で

行
う

。
 

5
.
損

失
水

頭
 

ほ
と

ん
ど

な
い

 

た
だ

し
、

駆
動

部
設

置
の

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
が

必
要

で
配

置
的

に
大

き
く

な
る

。
 

ほ
と

ん
ど

な
い

 

駆
動

部
は

池
上

に
あ

る
た

め
、

平
面

ス
ペ

ー
ス

的
に

有
利

で
あ

る
。

 

約
5
0
～

6
0
m
m
 

約
5
0
0
～

1
0
0
0
m
m
 

6
.
維

持
管

理
費

 

普
通

 

動
力

撹
拌

で
あ

る
た

め
、

動
力

費
、

定
期

点
検

、
部

品
交

換
が

若
干

必
要

で
あ

る
。

 

普
通

 

動
力

撹
拌

で
あ

る
た

め
、
動

力
費
、
定

期
点

検
、
部

品
交

換
が

若
干

必
要

で
あ

る
。

 

安
価

 

機
械

部
分

が
な

く
自

然
な

流
れ

を
利

用
し

て
い

る
た

め
、

安
価

で
あ

る
。

 

安
価

 

機
械

部
分

が
な

く
自

然
な

流
れ

を
利

用
し

て
い

る
た

め
、

安
価

で
あ

る
。

 

7
.
評

価
 

○
 

・
 良

好
な

フ
ロ

ッ
ク

形
成

が
図

れ

る
。

 

・
 設

備
費

が
や

や
高

価
で

あ
る

。
 

・
 配

置
ス

ペ
ー

ス
が

大
き

い
。

 

・
 万

一
の

漏
れ

の
心

配
が

あ
る

。
 

◎
 

・
 良

好
な

フ
ロ

ッ
ク

形
成

が
図

れ

る
。

 

・
 設

備
費

が
や

や
高

価
で

あ
る

。
 

・
 配

置
ス

ペ
ー

ス
は

迂
流

式
と

同

等
。

 

・
 漏

れ
の

心
配

は
な

い
。

 

×
 

・
 良

好
な

フ
ロ

ッ
ク

形
成

が
困

難
で

あ
る

。
 

・
 設

備
費

が
安

価
で

あ
る

。
 

・
 機

械
部

分
が

な
い

の
で

、
維

持
管

理
が

容
易

で
あ

る
。

 

△
 

・
 フ

ロ
ッ

ク
形

成
は

、
普

通
で

あ

る
。

 

・
 設

備
費

が
安

価
で

あ
る

。
 

・
 機

械
部

分
が

な
い

の
で

、
維

持
管

理
が

容
易

で
あ

る
。

 

・
 損

失
水

頭
が

１
ｍ

と
大

き
く

、
土

木
構

造
物

が
や

や
高

価
と

な
る

。
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表
３

 
薬

品
沈

殿
池

（
1
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

横
流

式
方

式
 

②
傾

斜
板

付
横

流
式

方
式

 

1
.
構

造
 

ト
ラ

フ

 

 

ト
ラ

フ
 

掻き寄せ方向 

掻き寄せ方向 
 

掻
き
寄
せ
ﾀ
ｲﾌ
ﾟ
 

 ホ
ッ
パ

タ
イ

プ
 

 

2
.
滞

留
時

間
 

長
い

（
2
～

5
時

間
）

 
短

い
（

1
.
0
時

間
）

 

な
お

、
傾

斜
板

内
滞

留
時

間
は

約
2
0
分

程
度

で
あ

る
。

 

3
.
沈

澱
効

果
 

・
 水

量
、

水
質

、
水

温
、

気
温

の
変

化
に

よ
る

沈
澱

効
果

は
、

②
方

式
と

同

等
で

あ
る

。
 

・
 水

量
、

水
質

、
水

温
、

気
温

の
変

化
に

よ
る

沈
澱

効
果

は
、

①
方

式
と

同

等
で

あ
る

。
 

・
 傾

斜
板

沈
降

装
置

を
移

動
さ

せ
る

こ
と

で
最

適
な

位
置

に
設

置
し

、
良

好

な
沈

澱
効

果
が

得
ら

れ
る

。
 

4
.
維

持
管

理
 

・
 沈

澱
池

は
、

土
木

構
造

物
だ

け
で

あ
る

た
め

、
維

持
管

理
の

必
要

性
が

少

な
い

。
 

・
 ②

に
比

し
て

沈
澱

池
の

規
模

が
大

き
く

な
る

た
め

排
泥

ホ
ッ

パ
ー

の
規

模

も
大

き
く

な
り

、
下

記
の

清
掃

作
業

量
が

大
き

く
な

る
。

 

・
 沈

澱
池

の
清

掃
は

1
回

/
年

程
度

必
要

で
あ

る
。

 

・
 付

帯
施

設
の

維
持

管
理

頻
度

は
②

よ
り

多
く

な
る

。
 

・
 沈

澱
池

及
び

排
泥

ホ
ッ

パ
ー

の
清

掃
の

た
め

の
給

水
口

を
沈

澱
池

天
端

に

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
 

・
 維

持
管

理
は

基
本

的
に

は
①

と
同

程
度

で
あ

る
。

 

・
 沈

澱
池

の
清

掃
は

1
回

/
年

程
度

必
要

で
あ

る
。

 

そ
の

場
合

、
傾

斜
板

が
高

温
及

び
紫

外
線

か
ら

受
け

る
悪

影
響

を
避

け
る

た
め

に
、

冬
季

の
涼

し
い

時
期

に
行

う
等

の
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

 

・
 な

お
傾

斜
板

を
移

動
可

能
型

と
す

る
こ

と
で

池
内

清
掃

時
の

作
業

性
の

低

下
を

防
止

す
る

よ
う

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

・
 沈

澱
池

内
、

特
に

傾
斜

板
及

び
排

泥
ホ

ッ
パ

ー
部

の
清

掃
の

た
め

、
傾

斜

板
装

置
に

近
接

し
て

給
水

口
を

沈
澱

池
天

端
に

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
 

・
 清

掃
時

沈
澱

池
の

水
抜

き
時

に
は

傾
斜

板
へ

の
水

に
よ

る
荷

重
を

軽
減

さ

せ
る

た
め

に
水

を
ゆ

っ
く

り
引

き
抜

く
（

約
5
0
c
m
/
時

）
な

ど
の

配
慮

が

必
要

と
な

る
。
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表
３

 
薬

品
沈

殿
池

（
2
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

横
流

式
方

式
 

②
傾

斜
板

付
横

流
式

方
式

 

5
.
設

置
ス

ペ
ー

ス
 

大
き

い
（

②
に

比
べ

２
～

３
倍

）
 

・
 沈

澱
池

の
全

域
で

フ
ロ

ッ
ク

を
沈

澱
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 

小
さ

い
（

1
.
0
）

 

・
 傾

斜
板

の
必

要
滞

留
時

間
は

、
2
0
分

程
度

で
あ

る
た

め
、

沈
澱

池
の

規
模

を
小

さ
く

で
き

る
。

 

・
 重

い
フ

ロ
ッ

ク
は

自
然

に
沈

澱
さ

せ
、

そ
れ

以
外

の
フ

ロ
ッ

ク
の

沈
降

を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

傾
斜

板
装

置
は

沈
澱

池
の

前
段

部
分

を
あ

け
て

設
置

す
る

必
要

が
あ

る
。

又
、

沈
澱

池
後

段
に

上
澄

水
越

流
部

と
す

る
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

6
.
建

設
費

 

安
価

 

・
 水

槽
が

大
き

く
な

る
た

め
、
土

木
費

は
高

価
だ

が
、
機

械
費

は
無

い
た

め
、

合
計

で
は

安
価

と
な

る
。

 

高
価

 

・
 傾

斜
板

装
置

が
付

加
さ

れ
る

沈
澱

池
の

規
模

は
小

さ
く

な
る

た
め

土
木

費

は
安

価
だ

が
、

機
械

費
は

高
価

な
た

め
、

合
計

で
は

高
価

と
な

る
。

 

 

7
.
維

持
管

理
費

 
ほ

ぼ
同

じ
 

ほ
ぼ

同
じ

 

8
.
評

価
 

◎
 

・
 自

然
沈

澱
の

た
め

設
置

ス
ペ

ー
ス

が
広

く
、

配
置

上
大

き
な

ス
ペ

ー
ス

と

な
る

。
 

・
 建

設
費

が
安

価
と

な
る

。
 

△
 

・
 沈

澱
池

の
滞

留
時

間
を

短
く

で
き

る
た

め
沈

澱
池

の
規

模
が

小
さ

く
な

り
、

配
置

上
省

ス
ペ

ー
ス

と
な

る
。

 

・
 建

設
費

が
高

価
と

な
る

。
 

・
 沈

澱
促

進
機

構
に

よ
り

沈
澱

効
果

が
高

い
。
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表
４

 
薬

品
沈

殿
池

排
泥

方
式

（
1
/
2
）

 

装
置

名

項
目

 
①

排
泥

（
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
）

ホ
ッ

パ
ー

方
式

 
②

水
中

汚
泥

か
き

寄
せ

方
式

 
③

陸
上

走
行

型
汚

泥
か

き
寄

せ
方

式
 

1
.
構

造
 

（
模

式
図

）
 

排
泥

排
泥
ホ
ッ
パ
ー

排
泥
弁

自
然

沈
降
部

上
澄
み

越
流
ゾ
ー
ン

 

排
泥

チ
ェ
ー
ン

排
泥
弁

自
然

沈
降
部

上
澄
み

越
流
ゾ
ー
ン

フ
ラ
イ
ト

排
泥

ホ
ッ
パ
ー

排
泥

レ
ー
キ

排
泥
弁

自
然

沈
降
部

上
澄
み

越
流
ゾ
ー
ン

ﾁｪ
ｰﾝ
ﾛｰ
ﾌﾟ

排
泥

ホ
ッ
パ
ー

 

排
泥

走
行
車
台

排
泥
弁

排
泥

ホ
ッ
パ
ー

か
き
寄
せ
ア
ー
ム

自
然

沈
降
部

上
澄
み

越
流
ゾ
ー
ン

 

2
.
概

要
 

・
 沈

降
し

た
汚

泥
は

、
排

泥
ホ

ッ
パ

ー
に

入
り

、

排
泥

弁
を

手
動

約
6
0

個
以

上
に

よ
り

順
次

開

閉
し

排
泥

す
る

。
 

・
 ホ

ッ
パ

角
度

を
6
0
°

に
保

つ
た

め
、
土

木
構

造

物
が

約
３

ｍ
ほ

ど
深

く
(
高

く
)
な

る
。

 

・
 沈

降
し

た
汚

泥
は

、
池

底
に

取
付

け
ら

れ
た

フ

ラ
イ

ト
や

レ
ー

キ
に

よ
り

集
泥

さ
れ

、
前

方
の

排
泥

ホ
ッ

パ
ー

に
入

る
。

ホ
ッ

パ
ー

内
の

汚
泥

は
排

泥
弁

を
電

動
(
４

個
)
に

よ
り

順
次

開
閉

し

排
泥

す
る

。
 

・
 沈

降
し

た
汚

泥
は

、
陸

上
に

設
置

さ
れ

た
走

行

台
車

か
ら

降
ろ

さ
れ

た
か

き
寄

せ
ア

ー
ム

に
よ

り
集

泥
さ

れ
、
前

方
の

排
泥

ホ
ッ

パ
ー

に
入

る
。

ホ
ッ

パ
ー

内
の

汚
泥

は
排

泥
弁

を
電

動
(
４

個
)

に
よ

り
順

次
開

閉
す

る
。

 

3
.
排

泥
能

力
 

・
 排

泥
弁

の
開

閉
の

回
数

を
増

減
す

る
事

に
よ

り
、

決
定

さ
れ

る
。

 

・
 フ

ラ
イ

ト
や

レ
ー

キ
の

高
さ

、
掻

寄
せ

速
度

に

よ
り

、
決

定
さ

れ
る

。
 

・
 か

き
寄

せ
ア

ー
ム

の
シ

ュ
ー

部
の

高
さ

、
掻

寄

せ
速

度
に

よ
り

、
決

定
さ

れ
る

。
 

A-39



  

表
４

 
薬

品
沈

殿
池

排
泥

方
式

（
2
/
2
）

 

装
置

名

項
目

 
①

排
泥

（
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
）

ホ
ッ

パ
ー

方
式

 
②

水
中

汚
泥

か
き

寄
せ

方
式

 
③

陸
上

走
行

型
汚

泥
か

き
寄

せ
方

式
 

4
.
機

能
 

・
 水

平
に

対
し

6
0
°

以
上

の
勾

配
の

あ
る

数
多

く

の
ホ

ッ
パ

ー
内

に
集

泥
さ

れ
た

ス
ラ

ッ
ジ

は
、

ヘ
ッ

ダ
ー
・
パ

イ
プ

に
よ

り
、
順

次
排

泥
す

る
。

・
 フ

ラ
イ

ト
や

レ
ー

キ
の

シ
ュ

ー
は

、
水

平
レ

ー

ル
や

レ
ー

キ
と

直
接

面
的

に
接

し
て

お
り

、
チ

ェ
ー

ン
が

移
動

し
ス

ラ
ッ

ジ
を

排
泥

ホ
ッ

パ
ー

に
集

泥
す

る
。

 

・
 チ

ェ
ー

ン
の

伸
び

は
水

平
テ

ー
ク

ア
ッ

プ
に

よ

り
調

節
す

る
。

 

・
 か

き
寄

せ
ア

ー
ム

の
シ

ュ
ー

は
、

数
ｍ

に
及

ぶ

可
動

式
片

持
ば

り
で

昇
降

さ
れ

、
台

車
が

走
行

す
る

事
に

よ
り

ア
ー

ム
が

引
っ

張
ら

れ
て

ス
ラ

ッ
ジ

を
排

泥
ホ

ッ
パ

に
集

泥
す

る
。

 

5
.
維

持
管

理
 

・
 日

常
の

維
持

管
理

は
手

動
バ

ル
ブ

の
開

閉
(
6
0

個
以

上
)
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

 

・
 年

１
回

程
度

の
定

期
点

検
及

び
清

掃
作

業
を

除

き
日

常
の

点
検

作
業

は
不

要
で

あ
る

。
 

・
 ホ

ッ
パ

ー
の

角
度

が
6
0
°

以
上

と
な

っ
て

い
る

た
め

ス
ラ

ッ
ジ

が
完

全
に

ホ
ッ

パ
ー

下
部

に
集

泥
さ

れ
容

易
に

排
泥

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
 集

泥
効

果
は

、
高

い
が

、
排

水
量

が
他

方
式

に

比
べ

大
き

く
な

っ
て

し
ま

う
。

 

・
 機

械
設

備
が

水
中

に
あ

る
た

め
維

持
管

理
作

業

は
排

水
時

に
行

う
。

 

・
 チ

ェ
ー

ン
の

張
力

調
整

や
シ

ュ
ー

の
確

認
・

交

換
の

た
め

、
1
回

/
年

池
内

排
水

し
、

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

・
 機

械
稼

働
部

分
が

多
い

た
め

日
常

点
検

を
行

う

必
要

が
あ

る
が

、
グ

リ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
の

単
純

な
も

の
で

あ
る

。
 

・
 集

泥
効

果
は

高
い

。
 

・
 機

械
設

備
が

陸
上

に
あ

る
た

め
、

維
持

管
理

が

容
易

で
あ

る
。

 

・
 た

だ
し

、
構

造
物

に
か

き
寄

せ
ア

ー
ム

の
片

持

ち
梁

昇
降

部
は

故
障

し
や

す
い

。
 

・
 走

行
車

台
は

、
ス

パ
ン

が
大

き
い

た
め

構
造

的

に
も

重
量

的
に

も
大

が
か

り
な

も
の

と
な

り
、

機
械

と
し

て
大

型
の

も
の

と
な

る
た

め
、

十
分

な
維

持
管

理
が

必
要

で
あ

る
。

 

6
.
設

備
費

 
や

や
高

価
 

や
や

高
価

 
高

価
 

7
.
維

持
管

理
費

 
中

程
度

 
若

干
高

価
 

高
価

 

8
.
評

価
 

△
 

・
 設

備
費

は
安

価
で

あ
る

が
、

土
木

構
造

物
は

３

ｍ
深

く
な

る
。

 

・
 保

守
管

理
は

、
6
0
個

以
上

の
バ

ル
ブ

を
人

手
で

開
閉

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

・
 集

泥
効

果
が

高
い

が
、

排
水

量
が

多
く

な
る

。

◎
 

・
 設

備
費

は
若

干
高

価
 

・
 水

中
部

に
機

械
可

動
部

が
あ

る
の

で
、

１
回

/

年
は

池
内

排
水

し
、

維
持

管
理

(
調

整
)
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

 

・
 集

泥
効

果
が

高
く

、
排

水
量

は
少

な
く

て
済

む
。

△
 

・
 設

備
費

は
高

価
 

・
 陸

上
に

機
械

可
動

部
が

あ
る

の
で

、
他

方
式

に

比
べ

維
持

管
理

作
業

は
し

や
す

い
が

、
大

型
機

械
と

な
り

、
ま

た
、

昇
降

部
は

故
障

し
や

す
い

た
め

、
十

分
な

維
持

管
理

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
 集

泥
高

価
が

高
く

、
排

水
量

は
少

な
く

て
済

む
。
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表
５

 
ろ

過
池

洗
浄

方
式

（
1
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

表
面

洗
浄

+
逆

洗
洗

浄
方

式
 

②
空

気
洗

浄
+
逆

洗
洗

浄
方

式
 

1
.
構

造
 

（
模

式
図

）
 

ろ
過

砂

砂
利

有
孔

ブ
ロ

ッ
ク

表
洗

管
表

洗
ノ

ズ
ル

 

ろ
過

砂

砂
利

空
気

洗
浄

ノ
ズ

ル
集

水
室

集
水

板
 

2
.
概

要
 

ろ
層

表
層

部
に

、
多

量
の

汚
泥

が
部

分
的

に
密

に
付

着
し

て
い

る
場

合
も

あ
る

が
、
こ

の
部

分
を

含
め

て
全

表
面

に
表

洗
ノ

ズ
ル

か
ら

圧
力

水
を

噴
射

し
、
激

し
い

水
流

の
せ

ん
断

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
っ

て
、
ろ

層
表

面
部

の
泥

状
層

を
破

壊

し
、
洗

浄
効

果
を

上
げ

よ
う

と
す

る
方

式
で

あ
り

、
逆

流
洗

浄
方

式
と

併
用

す

る
。

 

 

ろ
層

の
下

部
か

ら
圧

搾
空

気
を

吹
き

込
ん

で
吹

き
込

み
空

気
に

よ
る

膨
張

で
、

砂
層

全
層

を
均

等
に

ゆ
る

め
る

と
と

も
に

、
ろ

層
表

層
部

に
多

量
の

汚
泥

が
部

分
的

に
密

に
付

着
し

て
い

る
泥

状
層

を
含

め
て

全
表

面
の

泥
状

層
を

は
く

離

し
よ

う
と

す
る

方
式

で
あ

り
、

逆
流

洗
浄

方
式

と
併

用
す

る
。

 

3
.
単

位
洗

浄
面

積

当
り

洗
浄

量
 

な
お

、
（

 
）
は

洗
浄

時
間

を
示

す
 

表
面

洗
浄

 
0
.
1
5
－

0
.
2
 
m
3
/
分

・
m
2
 

 
（

4
-
6
分

間
）

 

逆
流

洗
浄

 
0
.
6
－

0
.
9
m
3
/
分

・
m
2
 

 
（

4
-
6
分

間
）

 

空
気

量
：

0
.
8
－

1
.
5
m
3
/
分

・
m
2
 

 
（

約
5
分

間
）

 

逆
流

洗
浄

：
0
.
6
－

0
.
9
m
3
/
分

・
m
2
 

 
（

約
1
0
分

間
）
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表
５

 
ろ

過
池

洗
浄

方
式

（
2
/
2
）

 

種
別

項
目

 
①

表
面

洗
浄

+
逆

洗
洗

浄
方

式
 

②
空

気
洗

浄
+
逆

洗
洗

浄
方

式
 

4
.
特

徴
 

・
 ろ

層
表

層
部

の
汚

泥
が

多
量

に
、

し
か

も
密

に
存

在
し

て
い

る
部

分
を

含

め
ろ

層
全

表
層

部
に

噴
射

さ
れ

る
圧

力
水

で
、

汚
泥

を
微

細
粒

子
に

粉
砕

し
て

マ
ッ

ド
・

ボ
ー

ル
の

生
成

を
阻

止
し

、
ろ

層
閉

塞
が

阻
止

で
き

る
。

・
 表

面
水

洗
浄

は
洗

浄
の

補
助

手
段

で
は

な
く

、
主

洗
浄

手
段

と
な

っ
て

い

る
。

 

・
 表

面
洗

浄
効

果
は

表
層

以
下

1
0
-
2
0
c
m
程

度
で

あ
り

、
砂

層
下

部
は

逆
流

洗
浄

に
よ

っ
て

適
当

な
流

動
状

態
と

な
り

、
砂

流
が

発
生

し
砂

粒
子

相
互

の
衝

突
、

摩
擦

や
水

流
に

よ
る

せ
ん

断
力

で
洗

浄
さ

れ
る

。
 

・
 逆

洗
洗

浄
の

役
割

と
表

面
洗

浄
の

役
割

が
、

洗
浄

機
構

の
中

で
、

そ
れ

ぞ

れ
充

分
な

る
効

果
、

機
能

を
発

揮
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

・
 集

水
装

置
は

、
有

孔
ブ

ロ
ッ

ク
で

あ
り

、
ろ

層
（

砂
及

び
砂

利
）

に
よ

る

荷
重

等
で

破
損

、
破

壊
さ

れ
る

こ
と

は
な

い
。

 

・
 圧

搾
空

気
の

砂
層

内
不

均
等

分
布

が
で

き
る

。
 

・
 圧

搾
空

気
の

局
所

的
集

中
が

ろ
過

層
内

に
で

き
易

く
、

洗
浄

効
果

が
良

く

な
い

。
 

・
 洗

浄
の

不
安

定
に

よ
り

、
残

留
汚

泥
の

蓄
積

を
き

た
し

、
砂

粒
子

の
汚

泥

の
付

着
に

よ
り

ろ
過

持
続

時
間

が
減

少
し

、
マ

ッ
ド

・
ボ

ー
ル

が
発

生
し

易
い

状
況

に
な

り
易

い
。

 

・
 砂

層
に

多
量

の
微

細
気

泡
が

残
留

し
易

く
、

ろ
層

が
砂

、
水

、
空

気
の

混

合
体

と
な

り
、

こ
の

混
合

体
は

空
気

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

作
用

に
よ

り
砂

粒
子

間
の

直
接

摩
擦

、
衝

突
洗

浄
効

果
を

妨
げ

る
。

そ
の

た
め

洗
浄

効
果

が
悪

く
な

る
。

 

・
 ろ

層
表

面
に

配
管

類
が

な
い

た
め

、
ろ

過
砂

及
び

砂
利

の
入

替
等

が
容

易

で
あ

る
。

 

5
.
洗

浄
の

安
定

性
 

非
常

に
良

い
 

や
や

良
い

 

6
.
維

持
管

理
 

・
 表

面
洗

浄
用

配
管

の
点

検
あ

る
い

は
補

修
を

要
す

る
部

分
が

全
て

ろ
過

砂

面
上

に
あ

る
の

で
維

持
管

理
が

容
易

で
あ

る
。

 

・
 空

気
洗

浄
配

管
等

の
点

検
あ

る
い

は
補

修
を

要
す

る
部

分
が

全
て

ろ
過

砂

面
下

に
あ

る
の

で
維

持
管

理
が

極
め

て
困

難
で

あ
る

。
（

砂
、
砂

利
を

出
さ

な
い

と
行

え
な

い
。
）

 

・
 ブ

ロ
ワ

の
保

守
管

理
が

必
要

で
あ

る
。

 

7
.
設

備
費

 
②

に
比

べ
や

や
低

廉
で

あ
る

。
 

①
に

比
べ

や
や

高
価

で
あ

る
。

 

8
.
維

持
管

理
費

 
や

や
安

価
 

や
や

高
価

（
①

に
比

べ
空

気
圧

搾
ポ

ン
プ

設
備

等
の

動
力

費
等

が
必

要
）

 

9
.
評

価
 

○
 

・
 洗

浄
安

定
性

が
良

い
。

 

・
 維

持
管

理
が

容
易

で
あ

る
。

 

・
 設

備
費

が
や

や
安

価
で

あ
る

。
 

・
 維

持
管

理
費

が
や

や
安

価
で

あ
る

。
 

 

×
 

・
 洗

浄
安

定
性

に
欠

け
る

。
 

・
 維

持
管

理
が

困
難

で
あ

る
。

 

・
 設

備
費

が
や

や
高

価
で

あ
る

。
 

・
 維

持
管

理
費

が
や

や
高

価
で

あ
る

。
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表
６

 
ろ

過
池

方
式

 

種
別

項
目

 
①

 
自

然
平

衡
式

 
②

流
量

ま
た

は
水

位
制

御
式

 

 
流

量
制

御
式

 

・
 流

出
側

に
流

量
計

と
流

量
コ

ン

ト
ー

ル
弁

を
設

け
る

。
逆

洗
直

後

は
バ

ル
ブ

を
通

常
時

よ
り

余
計

閉
め

て
人

工
的

に
圧

損
を

つ
け

、

砂
層

圧
損

が
徐

々
に

高
ま

る
と

流
量

が
落

ち
る

た
め

、
流

量
計

で

検
知

し
て

バ
ル

ブ
を

開
け

て
、

流

量
を

常
に

一
定

に
保

つ
。

 
1
.
構

造
 

・
 流

出
側

は
、

砂
面

よ
り

高
い

位
置

に
堰

な
ど

を
設

け
る

。
流

入
側

は
、

逆

洗
直

後
に

流
入

し
た

水
が

砂
層

圧
損

に
応

じ
た

高
さ

に
バ

ラ
ン

ス
し

、
砂

層
圧

損
が

徐
々

に
高

ま
る

と
徐

々
に

水
位

が
上

昇
し

て
い

く
。

 

水
位

制
御

式
 

・
 水

位
計

及
び

流
出

側
に

流
量

コ

ン
ト

ー
ル

弁
を

設
け

る
。

逆
洗

直

後
は

バ
ル

ブ
を

通
常

時
よ

り
余

計
閉

め
て

人
工

的
に

圧
損

を
つ

け
、

砂
層

圧
損

が
徐

々
に

高
ま

る

と
水

位
が

高
く

な
る

た
め

、
水

位

計
で

検
知

し
て

バ
ル

ブ
を

開
け

て
、

水
位

を
常

に
一

定
に

保
つ

。
 

2
.
必

要
設

備
 

・
 水

位
計

程
度

で
、

シ
ン

プ
ル

で
あ

る
 

・
 流

量
計

ま
た

は
水

位
計

と
、

流
量

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

バ
ル

ブ
、

お
よ

び
電

気

的
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
制

御
を

か
け

る
。

 

3
.
ろ

過
性

能
 

・
 ろ

過
性

能
は

、
流

速
、

砂
径

、
砂

層
厚

等
で

決
定

さ
れ

、
設

計
範

囲
内

で

あ
れ

ば
、

自
然

平
衡

式
も

流
量

ま
た

は
水

位
制

御
式

も
大

差
無

い
と

言
え

る
。

 

・
 ろ

過
性

能
は

、
流

速
、

砂
径

、
砂

層
厚

等
で

決
定

さ
れ

、
設

計
範

囲
内

で

あ
れ

ば
、

自
然

平
衡

式
も

流
量

ま
た

は
水

位
制

御
式

も
大

差
無

い
と

言
え

る
。

 

4
.
維

持
管

理
 

・
 シ

ン
プ

ル
で

あ
り

、
容

易
で

あ
る

。
 

・
 機

器
点

数
が

増
え

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

頻
度

、
難

度
が

高
い

。
 

5
.
設

置
ス

ペ
ー

ス
 

・
 設

計
水

量
と

流
速

で
決

定
さ

れ
る

た
め

、
自

然
平

衡
式

も
流

量
ま

た
は

水

位
制

御
式

も
同

じ
で

あ
る

。
 

・
 設

計
水

量
と

流
速

で
決

定
さ

れ
る

た
め

、
自

然
平

衡
式

も
流

量
ま

た
は

水

位
制

御
式

も
同

じ
で

あ
る

。
 

6
.
建

設
費

 
・

 安
い

 
・

 や
や

高
い

 

7
.
維

持
管

理
費

 
・

 安
い

 
・

 や
や

高
い

 

8
.
評

価
 

○
 

1
)
 

構
造

が
シ

ン
プ

ル
で

信
頼

性
が

高
い

。
 

2
)
 

建
設

費
が

や
や

安
い

。
 

3
)
 

維
持

管
理

も
容

易
で

あ
る

。
 

×
 

1
)
 

構
造

が
複

雑
で

信
頼

性
が

低
い

。
 

2
)
 

建
設

費
が

や
や

高
い

。
 

3
)
 

他
案

に
比

べ
て

手
間

が
か

か
る

。
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資料－８ 参考資料／入手資料リスト 



収
集
資
料
リ
ス
ト

 
 

調
査
名
 
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
県
北
西
部
上
水
道
整
備
計
画
 
基
本
設
計
調
査
業
務

 
 番

号
 

名
 
 
称

 
形
態

 
図
書
・
ビ
デ
オ

 
地
図
・
写
真
等

 
ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
･
ｺ
ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行
機
関

 
発
行
年

 

1 
ヒ

ヒ
ヤ

郡
井

戸
及

び
配

水
管

地
図

 
地

図
 

コ
ピ

ー
 

SH
EG

AW
AS

D
 

不
明

 
2 

3
郡

給
水

M
/
P

主
配

管
図

 
地

図
 

コ
ピ

ー
 

N
O

PW
AS

D
 

不
明

 
3 

3
郡

給
水

M
/
P

施
設

配
置

図
 

設
計

図
 

コ
ピ

ー
 

N
O

PW
AS

D
 

不
明

 
4 

フ
ァ

ク
ー

ス
浄

水
場

設
計

図
 

設
計

図
 

コ
ピ

ー
 

N
O

PW
AS

D
 

不
明

 
5 

エ
ジ

プ
ト

国
全

国
地

図
 

地
図

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 
E.

G
.S

.A
 

不
明

 
6 

エ
ジ

プ
ト

国
全

国
地

図
 

地
図

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 
E.

G
.S

.A
 

不
明

 
7 

カ
フ

ル
サ

ク
ル

地
図

（
1
：
5
0
,0

0
0
) 

地
図

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 
E.

G
.S

.A
 

不
明

 
8 

ザ
ガ

ジ
グ

地
図

（
1
：
5
0
,0

0
0）

 
地

図
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
 

E.
G

.S
.A

 
不
明

 
9 

ミ
ッ

ト
ゥ

ガ
ム

ル
地

図
（
1
：
5
0,

0
0
0
）
 

地
図

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 
E.

G
.S

.A
 

不
明

 
10

 
シ

ン
ビ

ラ
ウ

ェ
イ

ン
地

図
（
1
：
5
0
,0

0
0）

 
地

図
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
 

E.
G

.S
.A

 
不
明

 
11

 
ヒ

ヒ
ヤ

郡
内

村
落

位
置

図
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
SH

EG
AW

AS
D

 
不
明

 
12

 
配

水
管

路
図

 
地

図
 

コ
ピ

ー
 

SH
EG

AW
AS

D
 

不
明

 
13

 
カ

ハ
社

ポ
ン

プ
部

品
カ

タ
ロ

グ
 

カ
タ

ロ
グ

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 
カ
ハ
社

 
不
明

 
14

 
ザ

ガ
ジ

グ
浄

水
場

設
計

図
 

設
計

図
 

コ
ピ

ー
 

N
O

PW
AS

D
 

不
明

 
15

 
3

郡
給

水
M

/
P

送
水

管
路

図
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
N

O
PW

AS
D

 
不
明
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番
号

 
名
 
 
称

 
形
態

 
図
書
・
ビ
デ
オ

 
地
図
・
写
真
等

 
ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
･
ｺ
ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行
機
関

 
発
行
年

 

16
 

3
郡

給
水

M
/
P

送
水

管
路

図
（
デ

ィ
ア

ル
ブ

ニ
グ

ム
）
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
N

O
PW

AS
D

 
不
明

 

17
 

ヒ
ヒ

ヤ
郡

内
既

存
送

水
管

路
図

 
地

図
 

コ
ピ

ー
 

SH
EG

AW
AS

D
 

不
明

 
18

 
3

郡
現

況
図

（
1
：
2
5
,0

0
0
）
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
N

O
PW

AS
D

 
不
明

 
19

 
給

水
施

設
図

（
各

郡
）
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
N

O
PW

AS
D

 
不
明

 
20

 
イ

ス
マ

エ
リ

ヤ
水

質
分

析
結

果
 

図
書

 
コ

ピ
ー

 
N

O
PW

AS
D

 
不
明

 
21

 
建

設
予

定
地

付
近

地
図

 
地

図
 

コ
ピ

ー
 

N
O

PW
AS

D
 

不
明

 
22

 
ヒ

ヒ
ヤ

市
内

送
水

管
路

図
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
SH

EG
AW

AS
D

 
不
明

 
23

 
シ

ャ
ル

キ
ー

ヤ
県

地
図

 
地

図
 

コ
ピ

ー
 

SH
EG

AW
AS

D
 

不
明

 
24

 
エ

ジ
プ

ト
国

デ
ル

タ
広

域
図

（
1
：
5
00

：
00

0
） 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
E.

G
.S

.A
 

不
明

 
25

 
シ

ャ
ル

キ
ー

ヤ
県

水
処

理
場

分
布

図
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
SH

EG
AW

AS
D

 
不
明

 
26

 
ヒ

ヒ
ヤ

・
デ

ィ
ア

ル
ブ

ニ
グ

ム
郡

境
図

 
地

図
 

コ
ピ

ー
 

SH
EG

AW
AS

D
 

不
明

 

27
 

Pr
ot

ec
tio

n 
of

 N
ile

 &
 C

an
al

 (L
ow

 4
8,

 
93

) 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

id
dl

e 
Ea

st
 L

ib
ra

ry
 f

or
 

Ec
on

om
ic

 S
er

vi
ce

 
20

03
年

 

28
 

Eg
yp

tia
n 

Co
de

 
of

 
Pr

ac
tic

e 
fo

r 
Bu

ild
in

g 
G

ro
up

 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ou
si

ng
 

Bu
ild

in
g 

Re
se

ar
ch

 C
en

te
r 

20
02

年
 

29
 

Eg
yp

tia
n 

Co
de

 o
f P

ra
ct

ic
e 

fo
r 

W
.T

.P
 

G
ro

up
 

図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ou
si

ng
 

Bu
ild

in
g 

Re
se

ar
ch

 C
en

te
r 

20
03

年
 

30
 

Eg
yp

tia
n 

Co
de

 
of

 
Pr

ac
tic

e 
fo

r 
Co

nc
re

te
 

図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ou
si

ng
 

Bu
ild

in
g 

Re
se

ar
ch

 C
en

te
r 

20
02

年
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番
号

 
名
 
 
称

 
形
態

 
図
書
・
ビ
デ
オ

 
地
図
・
写
真
等

 
ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
･
ｺ
ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行
機
関

 
発
行
年

 

31
 

Eg
yp

tia
n 

Co
de

 o
f 

Pr
ac

tic
e 

fo
r 

St
ee

l 
Co

ns
tr

uc
tio

n 
an

d 
Br

id
ge

s 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ou
si

ng
 

Bu
ild

in
g 

Re
se

ar
ch

 C
en

te
r 

20
03

年
 

32
 

Eg
yp

tia
n 

Co
de

 
of

 
Pr

ac
tic

e 
fo

r 
St

ru
ct

ur
e 

 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ou
si

ng
 

Bu
ild

in
g 

Re
se

ar
ch

 C
en

te
r 

20
02

年
 

33
 

En
vi

ro
nm

en
ta

l L
aw

 N
o.

 4
0 

図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

id
dl

e 
Ea

st
 L

ib
ra

ry
 f

or
 

Ec
on

om
ic

 S
er

vi
ce

 
20

03
年

 

34
 

3
郡
給
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

 
図
書

 
コ
ピ
ー

 
N

O
PW

AS
D

 
20

02
年

 
35

 
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
県
統
計
資
料

 
図
書

 
コ
ピ
ー

 
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
県
政
府

 
20

03
年

 
36

 
W

at
er

 S
ys

te
m

 D
es

ig
n 

Cr
ite

ri
a 

 
図
書

 
コ
ピ
ー

 
N

O
PW

AS
D

 
19

90
年

 

37
 

D
es

ig
n 

an
d 

Im
pl

em
en

ta
tio

n 
fo

r 
Co

nc
re

te
 W

or
ks

 
図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ou
si

ng
 

20
01

年
 

38
 

N
ew

 F
ac

ou
s W

TP
 O

pe
ra

tio
n 

M
an

ua
l 

図
書

 
オ
リ
ジ
ナ
ル

 
In

te
rs

ig
m

a 
Pr

ag
ue

他
 

不
明
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